
教 科 名 有 機 化 学 Ⅰ（Organic ChemistryⅠ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 物質環境工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 宇月原 貴光 （内線，6464 E-mail: utsuki@hakodate-ct.ac.jp）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

有機化学の構造と反応性を関連づけて理解するための基礎を養う。有機化学反応を決定する化学的要因、命

名法、アルカン、アルキルラジカルの構造、シクロアルカン、立体異性体、アルケン、アルキン、求電子付

加反応についての基本的な概念や法則を理解するのが到達レベルである。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 工学のための有機化学（荒井貞夫著、サイエンス社） 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 80       80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義の内容は、「有機化学Ⅱ」につながる基礎の内容であるので基本的な内容を理解すること。電子論・量子論や立体化

学について、できるだけ平易に時間をかけて講義するので授業中のノート作成や復習に力を入れて勉強すること。なお、教

科書以外にもプリントによる説明も多くなる。また、分子構造模型の扱いに習熟できるようになってほしい。 

・毎回、授業の終わりに理解度を確認するプリントを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

有機化合物の分類、有機化合物の表し方 

授業の進め方，年間計画を理解する。 

有機化合物の分類と表記方法に精通できる。 

有機物が炭素骨格を持つ化合物であることが説明でき

る。また、分子の結合をルイス構造を用いて書くことが

できる。 

 

 
2 

3 

4 有機化合物の構造と結合 

原子の電子配置・イオン結合と共有結合・

共有結合と分子軌道・炭素の混成軌道とメタ

ン、エチレン、アセチレンの構造・結合の分

極と双極子モーメント 

まとめ 

イオン結合と共有結合の違いを説明できる 水素分子の

共有結合および炭素－水素、炭素－炭素共有結合の生成

を説明できる。sp3,sp2,sp 混成軌道の生成とメタン、エ

チレン、アセチレンのσ結合とπ結合について立体構造

を説明できる。 

 5 

6 

7  

8 前期中間試験  

9 
答案返却・解答解説 

アルカン 

アルカンの命名法 

間違った問題の正答を求めることができる。 

IUPAC命名法により構造から名前を、また名前から構造を

結びつけることができる。 

 

 10 

11 

12 アルカンの構造と立体配座 エタン、プロパン、ブタンの立体配座を理解できる。  

13 アルカンの物理的性質・アルカンの反応 

まとめ 

沸点や分子間力等の物理的性質を理解する。ラジカル反

応によるハロゲン化、熱分解の反応機構を説明できる  
14 

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説 

シクロアルカン 

シクロアルカンの命名法 

シクロアルカンの構造と性質・立体配座と

シス－トランス異性 

 

間違った問題の正答を求めることができる。 

３～６員環の立体配座の説明ができるとともに、６員環

の配座解析に精通する。また、シクロアルカンのシス－

トランス異性はアルケンのそれとは違うことを理解でき

る。 

 

 

16 

17 

18 

19 

20 アルケンと共役ジエン 

アルケンの命名法・アルケンの構造と 

シスートランス異性 

アルケンの Z,E-配置命名法を含む IUPAC 命名法により構

造から名前を、また名前から構造を結びつけることがで

きる。 

 
21 

22 後期中間試験  

24 答案返却・解答解説 

アルケンの合成と反応 

共役ジエン 

 

間違った問題の正答を求めることができる。 

アルカンの合成とその反応（求電子付加、求核付加、還

元、酸化、重合）を説明できる。共役ジエンの構造とそ

の反応について説明できる。 

 

 
25 

26 

27 アルキン 

アルキンの命名法 

アルキンの構造 

アルキンの合成・アルキンの反応 

アルキンの IUPAC 命名法に精通する。 

アルキンの構造を理解し、さらに合成と反応について説

明できる。  28 

29 

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる。 
 

総 講 義 時 間 数 
60 時間

(45.0) 

 



教 科 名 物理化学Ⅰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ ChemistryⅠ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3学年 物質環境工学科 
物質環境 

工学 
 2 単位 必修 

通年 

2 時間/週 
６０時間

担 当 教 員 【常勤】  新任  （内線， E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

物理化学は、物質工学や化学の分野では、基礎的で最も根幹となる学問である。物質の化学的性質や

化学反応の機構を原子の物理的挙動に基づいて理解するとともに、物理化学の応用技術を理解するた

めの基礎知識を得ることを目標とする。 

学校教育目標 Ｂ 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 「物理化学の基礎」（P.W.ATKINS 著・千原秀昭訳、東京化学同人） 

補助教材等 わかる化学シリーズ 2「物理化学」（齋藤勝裕、東京化学同人） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20      100 

知識の基本的な理解 60 20      80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 物理化学は、化学の現象を数学や物理で表す、基礎的で最も根幹となる学問である。その学問内容をイメージでと

らえられるよう、自学自習に励んでほしい。そのために、補助教材としてあげた本はうってつけの本である。また、

自分で演習問題を解くことが理解を一層強めるために極めて有効な道であり、教科書の章末にある演習問題をとくこ

とを勧める。物理化学の理論は数学的に扱われるものが多いので、電卓の使用方法や基礎的な関数についてあらかじ

め学習しておくこと。理解度を確認するために、小テストを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（物理化学とは） 

１．原子の内部 

物理化学の概要を説明できる 

 

2 1）原子の構造（コア） 原子の構造と基礎理論を理解する。  

3 2）原子量の測定 質量分析計の原理と原子量測定法が理解できる。  

4 3）原子核と素粒子（コア） 原子核と素粒子について説明できる。  

5 4）原子論と電子軌道 波動方程式と電子軌道の概略を説明できる。  

6 5）遷移元素 遷移元素の特徴と電子配置を説明できる。  

7 6）原子スペクトルの測定と理論 原子スペクトルを理論的に説明できる。  

8 前期中間試験  

9 ２．化学と原子核（コア）  1）放射能 放射性物質と放射線について説明できる。  

10 2）放射性半減期 放射壊変時間や半減期に関する説明ができる。  

11 3）原子力エネルギー 原子力エネルギーについて説明できる。  

12 4）年代測定 年代測定について理論計算ができる。  

13 ３．化合物の内部（コア） 化合物の内部構造を大まかに説明でｓきる。  

14 1）イオン結合と共有結合 両結合の物理化学的説明ができる。  

 前期期末試験  

15 2）多原子分子の構造 多原子分子の構造について理論的説明ができる。  

16 ４．気体の性質（コア） 1）気体の法則 気体に関する各種の法則と原理を説明できる。  

17 2）分子速度論 気体分子の速度論に関する理論計算ができる。  

18 3）実在気体 実在気体の法則に関する理論計算ができる。  

19 ５．固体の内部  1）固体を形成する 化学結合による固体の形成と特徴が説明できる。  

20 2）van der Waals 力と水素結合 van der Waals 力と水素結合が説明できる  

21 3）結晶と単位格子 1 面心立方格子が理論的に説明・計算できる。  

22 4）結晶と単位格子 2 体心立方格子が理論的に説明・計算できる。  

23 後期中間試験  

24 ６．混合物の理論（コア） 1)状態図とは 状態図とはどのようなものか説明できる。。  

25 2)状態図（固相・液相・気相） 固相・液相・気相の各種状態図を書くことができる。  

26 3）沸点図 沸点図について理解し、説明できる。  

27 ７．溶液中のイオン  １）電解質溶液 電解質溶液の理論について説明できる。  

28 2)イオン性溶液の性質 イオン性溶液の性質について説明できる。  

29 3)イオンの伝導率 イオンの伝導率について理解し、計算できる。  

 学年末試験  

30 試験答案返却・解説 間違えた点を理解でき、学習成果を自己評価できる 
 

総 講 義 時 間 数 ６０時間

 



教 科 名 化学工学 I (Chemical Engineering I)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 物質環境工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 寿 雅史 （内線 6466，E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

化学工業で必要な物質の量・温度・圧力・エネルギーなどの取り扱い，各プロセスでの物質収支式の

解き方を学ぶ．流体の流れの概念を理解するため，装置内の流れ，流れの各収支について学び，ま

た，固体の単位操作を理解するために，粉体，粒径分布，粉砕，沈降，ろ過，集塵，粉体の固定層の

流動などについて，その概念を学ぶ．化学工業分野での生産技術システムとして重要な単位操作を

学び化学工業プロセスの基礎知識を修得する． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 川崎・種茂監修 化学工学 実教出版  

補助教材等  プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 60       60 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

化学関連の基礎的知識に基づき，その理論を実社会での生産技術へ適用する上で，重要な各単位操作の計算方

法と操作方法を理解することを特に重視する。 

 

 授業において、方程式を扱うことが多いので、方程式の解法についてよく復讐しておくこと。特に 3 元 1 次方程式は最

低解けるように、復讐しておくこと。 

 

◎本講義では授業中の居眠り，携帯電話の使用について 3 点/回の減点を行うので，十分に注意せよ． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 
科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 
 

2 1．化学工学とは 化学工学の役割を説明できる  

3 2. SI 単位と単位の換算(２ｈ、コア) SI 単位と単位換算を計算できる  

4 3. 物質収支とエネルギー収支 (２ｈ、コア) 物質収支とエネルギー収支の概念を説明できる  

5  

4. プロセスの物質収支の演習(6ｈ、コア) 

様々なプロセスにおける物質収支の計算ができる 

 

6  

7  

8 前期中間試験  

9 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

10 5. 液体の取り扱い 液体のポンプ・タンクについて説明できる  

11 6. 気体の取り扱い 気体のポンプ・タンクについて説明できる  

12 ７. 配管 配管について説明できる  

13 ８． 管径と流速・流量の関係(２ｈ、コア) 管径と流速・流量の関係について説明できる  

14 ９． 流れの物質収支(２ｈ、コア) 流れの物質収支を計算することができる  

 前期期末試験  

15 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

16 10. 流れのエネルギー収支(２ｈ、コア) 流れのベルヌーイの式を理解し、説明できる  

17 １１．乱流と層流(２ｈ、コア) レイノルズ数を計算できる  

18 
１２．摩擦による流れのエネルギー損失(２ｈ、

コア) 
ファニングの式を計算できる  

19 １３．液体輸送の動力(２ｈ、コア) 液体輸送の動力と効率を説明できる  

20 １４．粉体と粒径(２ｈ、コア) 粉体と粒径について説明できる  

21 １５．粒径分布(２ｈ、コア) 粒径分布曲線を作成できる  

22 １６．安息角 粉体の流動性を表す安息角を計算できる  

23 後期中間試験  

24 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

25 １７．粉砕と混合(２ｈ、コア) 粉砕の理論と混合の目的を説明できる  

26 １８．粉体の沈降・ストークス径(２ｈ、コア) ストークスの抵抗法則、ストークス径を計算できる  

27 １９．粉体ろ過(２ｈ、コア) ルースの低圧ろ過方程式を理解し、計算できる  

28 ２０．粉体の集塵(２ｈ、コア) サイクロン装置について説明できる  

29 ２１．粉体の固定層・流動層(２ｈ、コア) 固定層・流動層について説明できる  

 学年末試験  

30 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 生 化 学 （Biochemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 物質環境工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 上野 孝  （内線 6476， E-mail: ueno）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

生命活動の担い手であるタンパク質、酵素について理解できる。食物成分からのエネルギーの産生、およ

び糖質、脂質、タンパク質の代謝に関する基礎的知識を習得する。生命のプログラムである遺伝子を理解

するために、核酸の構造、機能および代謝に関する基礎的知識を習得することを到達レベルとする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 いちばんやさしい生化学 (坂本 順司 著、講談社) 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 90        

思考・推論・創造への適用力 10        

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 本講義の履修に当たっては、低学年で学んだ化学や生物について十分に復習しておくこと。本講義は生命活動単位として

の細胞の成り立ちを分子レベルで理解するために、その構成分子の構造、性状、機能に関する基礎的知識を習得する。 

 

○多くの専門用語が出てくるので、それらの分子構造や機能についてしっかり復習する。 

○教科書を忘れたり、受講態度の悪い学生は減点する。 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1. ガイダンス 

 

2. 糖質 

 

3. 脂質 

 

4. タンパク質・アミノ酸 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・糖質の種類と構造を理解し、生体内での役割を説明で

きる 

・脂質の種類と構造を理解し、生体における脂質二重膜

の役割を説明できる 

・タンパク質がアミノ酸からできていることを理解し、生命

活動の主役であることを説明できる 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 試験答案返却・解答解説 

5. 核酸・ヌクレオチド 

 

6. 酵素の触媒作用 

 

7. ビタミンと補酵素 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・ヌクレオチドの構造を理解し、遺伝子である核酸の他に

エネルギー通貨としても利用されることを説明できる 

・生体触媒としての酵素の役割を理解し、その特徴を説明

できる 

・ビタミンの種類を理解し、補酵素など多様な役割を果た

すことを説明できる 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 

8. 酵素のエネルギー共役 

 

9. 代謝系と調節 

 

10. 発酵と解糖系 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・ATP の分解に伴うエネルギー共役により能動輸送や物

質の生合成に酵素が関与することを説明できる 

・アロステリック効果などの酵素活性調節のしくみについ

て説明できる 

・解糖系や補酵素 NADH の酸化・還元について説明でき

る 

 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 試験答案返却・解答解説 

11. 呼吸とクエン酸回路 

 

12. 酸化的リン酸化 

 

13. 糖代謝・脂質代謝 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・呼吸を伴うクエン酸回路によって発酵よりもはるかに多く

のエネルギーを獲得することを説明できる 

・酸化的リン酸化では呼吸鎖（酸化還元反応）と ATP 合成

が起こることを説明できる 

・糖代謝における糖化と脂質代謝におけるグリコーゲンの

分解について説明できる 

 

25 

26 

27 

28 

29 

 学年末試験  

30 試験答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 物質工学実験Ⅱ（Physical Chemistry Laboratory Ⅱ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 物質環境工学科 物質環境  2 単位 必修 
前期 

4 時間/週 
６０時間

担 当 教 員 
【常勤】 新任 （内線， E-mail:  i@hakodate-ct.ac.jp）  

 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

化学と物理学との境界的な現象を定量的にとらえて、すでに法則化されているものを確認したり、さらに

将来的に有効な事象の解に役立つデータを測定するための基礎技術を学ぶとともに、今後の専門学習にお

いて適切にレポート作成が出来るような基礎固めをすることを目的とする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 基本物理化学実験 （産業図書） 

補助教材等 プリント等 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   １００     １００ 

知識の基本的な理解   ８０      

思考・推論・創造への適用力   ２０      

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 物理化学実験は物質の物性やその変化の状態を「定量的」に測定するものであるから、精密さが第一に要求される。

また、使用される装置に高価なものが多いうえに、テーマごとにいろいろな器具が用いられる。したがって、実験の

前処理や操作手順、結果の整理などに多くの注意をはらう必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 １．実験ガイダンス（24ｈ） 

（データ整理のための演習を含む） 

 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

２．実験 

①Dumas 法による炭酸ガスの分子量測定 

 （コア） 

行動達成目標は次の６点である。 

・常に諸量の単位と次元を明らかにすることができること。 

・測定データを詳細に記録することができること。 

・できるだけ早く整理し、データの間に潜む因果関係を見出  

 す能力を養うこと。 

・得られた実験の結果を纏めて、読む人が理解しやすく、 

 しかも簡潔な報告書を作成することができること。 

・データ整理をするとともに、その実験に対して十分な自己

批判つまり検討する能力を養うこと。 

 

8 ②アセトンの蒸気圧および蒸発熱（コア）  

9 
③ベンゼン中でのナフタレンの凝固点降下

の測定と分子量の推算（コア） 
 

10 ④無水塩化カルシウムの溶解熱（コア）  

11 
⑤酢酸水溶液中における活性炭への吸着

等温線 
 

12 
⑥アルカリによる酢酸エチルのケン化反応

速度の測定（コア） 

  

13 ⑦水・エチルアルコール系の粘性率（コア）

14 ⑧安息香酸の溶解度   

15 
レポート作成日 正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることが

できる。 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 物質工学実験Ⅲ 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 物質環境工学科   2 単位 必修 
後期 

4 時間/週 
６０時間

担 当 教 員 
【常勤】 宇月原 貴光 （内線，6464 E-mail: utsuki@hakodate-ct.ac.jp）  

 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

有機化学の研究および工業の応用に必要な基礎的操作や技術、また、危険防止などの基礎的

知識を習得することを目的とする。ここから実験の方法、考え方を自分で会得して講義や本で

学ぶ有機化学の理論と同じレールに乗り、思考と共に進むことに最終の目的がある。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
新版基礎有機化学実験 その操作と心得 （丸善） 

 

補助教材等 プリント等 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   １００     １００ 

知識の基本的な理解   ８０      

思考・推論・創造への適用力   ２０      

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

すべての練習実験は研究に通ずるものであり、常に研究的態度で臨むならばその成果ははかり知れないもの

がある。そのためには、単にダイレクションに従って実験するだけでなく、頭を働かせて学問としての自己活

動をするよう努力するならば、慣れてくるにつれて実験の興味は無限に湧いてくるものである。 

・実験は、白衣および安全眼鏡を着け実施する。 

・実験を行う前に事前に予習をしておくこと。 

 

 

 

 

 

 

 



 

講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 実験ガイダンス  

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 抽出 アニリン塩酸塩からアニリンを抽出精製する操作を

通して液液抽出、常圧蒸留の操作に習熟する。 
 

8 

9 水蒸気蒸留 ニトロベンゼンの水蒸気蒸留を通してその原理と装

置、操作に習熟する。 
 

10 

11 再結晶 アセトアニリドの再結晶を通して減圧濾過、融点測

定の操作に習熟する。 
 

12 

13 アジピン酸 ８種の合成反応を行うことによりケトンおよびフェ

ノールの酸化、Fischerのエステル合成、アルコール

の臭素化、芳香族化合物のニトロ化・スルホン化の

理論を理解し、実際に用いられる反応条件（試薬・

温度・反応時間）を比較検討し、講義で勉強した知

識を実験を通して確実に身に付けるようにする。ま

た、レポートの書き方に習熟し、将来の研究論文作

成のための一助とする。 
 

 

14 

15 p-キノン 

16 

17 安息香酸エチル 

18 

19 臭化ブチル 

20 

21 ニトロベンゼン 

22 

23 m-ジニトロベンゼン 

24 

25 o-ニトロフェノール 

26 

27 スルファニル酸 

28 

29 レポートの添削指導 提出されたレポートを添削し、各個人毎に内容や書

き方等について説明指導を行なう。 
 

30 

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 技術論文技法 (Technique on technical paper) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 新任  （内線， E-mail: ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめるための基礎的な知識を習得する。図表の基

本的な作成体裁を理解し、様々な実験データを効果的に表現する方法を習得する。基本的なプレゼンテー

ション技法を習得する。これらの知識を知的な技術論文の作成に適用できることを到達レベルとする。 

学校教育目標 E 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 知的な科学・技術文章の書き方 (中島利勝・塚本真也 著、コロナ社) 

補助教材等 知的な科学･技術文章の徹底演習 (塚本真也 著、コロナ社) 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80   20    100 

知識の基本的な理解 60   15     

思考・推論・創造への適用力 20   5     

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 本講義の履修に当たっては、国語で学んだ論理的文章の書き方について十分に復習しておくこと。本講義は学生実験や卒

業研究で得られた実験・研究成果を正確でわかりやすい知的な文章と図表で表現する技法を学ぶので、学習した内容をしっ

かり定着させるための復習が重要である。教科書の内容を説明した後、演習問題を解いて、模範解答を確認する。定期試験

はこの演習問題からほとんど出題するので、授業中に真剣に取り組み、学習内容をしっかり定着させるよう努力する。 

 

○教科書や補助教材を忘れたり、受講態度の悪い学生は減点する。 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

1. 知的な文章表現法 

 文章作成の基本ルール 

 文章作成技術－初級編 

 文章作成技術－中級編 

 知的な文章作成技術 

 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・基本的なルールを守った文章を書くことができる 

・技術論文の初歩的な間違いを修正することができる 

・中級レベルの技術論文の間違いを修正することができる 

・知的な文章を作成することができる 

 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 試験答案返却・解答解説 

2. 知的なプレゼンテーション 

 プレゼンテーションの準備 

 説得力のあるプレゼンテーション技術 

3. 図の作成法と作図力学 

 図の種類と作成手順 

 線図の作成体裁 

4. 表の作成法 

 表の基本体裁 

 知的な作表テクニック 

・間違った問題の正答を求めることができる 

 

・プレゼンテーション技法を説明できる 

・短いトピックを効果的にプレゼンテーションできる 

 

・適切な図を選択し、それらの作成手順を説明できる 

・線図の基本的な作成体裁を説明できる 

 

・表の基本的な作成体裁を説明できる 

・知的な作表テクニックを説明できる 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間

 


